
松本城クイズ 解答･解説                       ２００９．３．２４   

１３－２ 松本城クイズ５０ 火縄銃の基礎知識と松本城鉄砲隊（解答･解説) 

                                  松本城管理事務所研究室 
今回は火縄銃の基礎知識と松本城鉄砲隊についてお尋ねしますのでお答え下さい。 

 

１．火縄銃の有効射程距離（人間を倒すことができる）はどのくらいの距離であるか。次の中から 

  一つ選びなさい。・・・・・・・・・・・・・・② 

   火縄銃の有効射程距離（人を殺傷する力）は、５０ｍから６０ｍといわれている。松本城は鉄

砲戦を想定して築城した城である。内堀の幅５０ｍ～６０ｍと意識してつくったという。 
  銃の大きさからいうと、２～３匁筒にあたる、（口径約１１～１２ｍｍ） 
２．火縄銃の機関部の図を見て、□にあたるＡとＢに火縄銃の名称を、下より選び書き入れなさい。 

 

 
Ａ・・・・・火ばさみ 
 
Ｂ・・・・・火ぶた 
「火蓋を切る」という 
ことを使うが、ここか 
らでた語句である。 
 

 

３．一般的な火縄銃で、全長１，３ｍ位口径２～３匁（もんめ）クラスで、銃身や銃床に番号が打 

たれている鉄砲を何と呼ぶか。次の中から一つ選びなさい。・・・・・・・③              

   銃身や銃床に番号が記されていることから、番筒（ばんづつ）と呼ばれている。 
 
 ４．火縄銃が発射されるまでの手順で、正しいものは、次の中でどれか正しいか一つ選びなさい。 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・① 

上薬を入れる ⇒弾丸を入れる ⇒カルカで突く ⇒火蓋（ふた）を切って口薬を火皿に入れ、 

火蓋を閉じる ⇒火縄をはさむ ⇒再び火蓋を切る ⇒引き金を引いて発射する。の順となる。 

  
５．火縄銃のおもな製銃地の中で、国友姓鉄砲鍛冶がいた場所はどこか。次の中から一つ選びなさ

い。・・・・・・・・・・・・・②                     

幕府のおかかえ鉄砲鍛冶として、滋賀県（近 
江長浜）に本拠地を構えていた。泰平の世に 
なってからは、全国各地に広がって

浜町 

いった。 
 

 

 

 

長

 

 

長浜町内



６．松本城鉄砲隊が結成されたのはいつか。次の中から一つ選びなさい。・・・ 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・➃ 

 

 いものかとの希望もあり、松本城管 

７．松本城鉄砲隊が、古式砲術演武に初めて出演したのは何年か。次の中から

  平成元年６月、松本城赤羽コレクション会が設立され総会の席上、せっかく 
  鉄砲があるのだから砲術の演武はできな

   理事務所でも、できることなら市民祭の一環として毎年砲術の演武を催した 
   いとの願いが合致して、組織を立ち上げた。平成２年１月２２日故赤羽ご夫 
   妻の出席をいただき、第１回の会議を開催したのが始まりである。 
 
 

一つ選びなさい。 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・➂                           

 

 
８． 家御家流砲術」の復元継承につとめるべく研鑽をしている。次

  平成２年１０月２８日第２回国宝松本城古式砲術演武に初めて松本城鉄砲隊の演武が披露さ 
れた。演技種目は、立放・膝台放・一斉射撃で、解説が故赤羽通重氏、隊員６名であった。記 
念すべき砲術演武であった。 

松本城鉄砲隊は、「松本藩戸田

の流派の中で「松本藩戸田家御家流砲術」に含まれないものが一つある。それを選びなさい。 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・➃ 

 松本藩戸田家の砲術流派には、三島流・大島流・津田流・霞流（か 
すみ）・関流などのほか森重流があり、幕末には安政流、西洋流を 

 
 

本城４００年まつり」の開幕式には、松本城鉄砲隊が祝砲を放った。隊員も１２名に

うけた御家流も行なわれた。ここでは稲富流が含まれない。 

 
９．「国宝松

増え、具足も整った。「国宝松本城４００年まつり」は何年に実施されたのか。次の中から一

つ選びなさい。・・・・・・・・・・・・・・➀ 

   

じている。

   

   城下に響き渡る。 

 １０．次の写真をみて答

会報松本城鉄砲蔵第９号によれば、「国宝松本城４００年まつ

り開会式で祝砲を放つ松本城鉄砲隊」の見出しで報

開会式は平成５年７月１６日夢御殿（二の丸内に設置）での

祝砲であった。 
大太鼓合図・大砲一発・鉄砲連射１０発・斉射１０発・大砲 
１発の順で、轟音

 
 
 

国宝松本城４００年まつりで祝砲を放つ

えなさい。写真は松本城鉄砲隊の具足です。この具足は、江戸時代に□

□□□□の鉄砲隊が使用していた具足を、修理補修したもので、胴の星の字は、その鉄砲隊

の印である。□□□□□にあてはまる言葉を、次の中から一つ選びなさい。・・・・➀ 
   会

   河 の 
 

報松本城鉄砲蔵第７号（平成４年１０月１日発行）によれば、「この具足は、江戸時代に三 
徳川氏の鉄砲隊が使用していた具足を、修理補修したもので、銅の星の字は、その鉄砲隊

   印である。革（かわ）の胴あて、小手、すねあて、陣笠と簡単で動きやすいもので、しかも、

胴の革は硬くて厚く、陣笠も鉄製で大きく、盾（たて）の代わりになる実戦用の具足である。」 
と記している。 


